
個別の支援計画(青年期～成人期)  計画期間     年  月 ～    年  月  

ふりがな 

氏  名      ○○○○（本人名） 

長

期

目

標 

・自立した生活を送り，一般企業で働く。 

項

目 
本人・保護者の願い 各項目の目標 機  関 

Ａ

生

活

習 

慣 

 

・身だしなみ，掃除をしっかり身に付

けたい。 

 

・身だしなみを整える。 

・決められたルールに従って部屋の掃

除をする。 

 

○○園 

 

Ｂ

社

会

参

加 

・いろんな人とのかかわりをもちたい。   ・人との交流する機会をつくる。 ○○園 

 

C

知

的

活

動 

・好きな太鼓やダンス等で自分を表現

したい。 

 

・太鼓やダンスを練習し，発表する機 

会をもつ。 

 

○○サークル 

 

Ｄ

進

路

・

就

職 

・就労訓練を受けた後，障害者雇用で

一般企業に就職したい。 

 

・就労移行支援を利用する。 

・訓練の中で，継続して作業に取り組

めるよう決められた量の作業を時

間内に終わらせる。 

・一般就労に向けて相談をする。 

 

○○園 

就業・生活支援セ 

ンター○○園 



機関名  ○○園 

 支援内容・手立て【合理的配慮の観点】 評価 機関･担当 

 

A 

生

活

習

慣 

 

・身だしなみのチェックリストを作成し，着脱

後にリストをもとに自分で確認し，終わり次

第母親又は○○氏にみてもらう。 

・掃除の手順表を作成し，手順表に従って行い

い，終わり次第○○氏に確認してもらう。 

【１－１－１ 生活上の困難の改善・克服】 

 

・身だしなみと掃除のチェックリ

スト等を支援員と一緒に作成

した事で，注意しなければなら

ない点が意識づけられた。ま

た，自分自身で確認が出来た事

で，声かけを注意される事が減

った。 

 

母親 

○○園○○氏 

B

社

会

参

加 

 

・就労移行支援の作業訓練の中で，販売活動に

参加させ，品物の受け渡し等を行えるように

する。その際，声かけの仕方を事前に練習さ

せる。 

【１－２－２ 学習機会や体験の確保】 

 

・「いらっしゃいませ」「ありがと

うございました」と品物の受け

渡しの時に声をかけるように促

した。最初は小さい声しか出な

かったが，お客さんから「あり

がとう」と言葉をかけられたこ

とが嬉しかった様子で積極的に

声が出るようになった。 

 

○○園○○氏 

C

知

的

活

動 

・地区の公民館祭りに参加し太鼓演奏をするよ

うに勧める。 

【２－３ 地域の理解啓発を図るための配慮】 

・好きな太鼓演奏をみんなの前で

発表する機会がもて，たくさん

の人から「上手だった」と声を

かけられた事が自信に繋がっ

た。 

○○サークル 

D

進

路

・

就

職 

・○○園の就労移行支援の訓練を受け，作業態

度を身につける。（期間：１年半） 

【１－２－２ 学習機会や体験の確保】 

 

・就労移行支援を始めて１年経過

し，○○農園での実習に参加し，

１万円の工賃収入が得られた。

工賃を得た事で仕事に対する達

成感が得られた様子。 

 

＜引継事項＞ 

・行動面での問題が発生した時は，対応方法について，○○高校の○○先生と協議し対応する。 

作成日     年  月  日【新規・更新（   回）】 

     機関名    

     作成担当     （担当者氏名）  （役職） 

私は以上の内容に同意するとともに，関係機関に開示することを承諾します。 

           年  月  日     氏名      （本人名）       印 

（保護者                  印 ）  


